
関西医科大学看護学部　卒業後アンケート　1期生（2018年度入学生）
回答：30人（96人中）

以下の1から8の項目は、現在の関西医科大学看護学部が策定した卒業時の到達目標です。ご自身のご判断で構いませんので、現在の到達度について該当する回答項目欄にチェックを入れてください。



以下自由記述欄（複数回答有）

分類 回答数

情報 1 　　 ・情報リテラシー

基礎力 1

分類 回答数

解剖生理 2

病態 1

薬理 2

分類 回答数

分類 回答数

授業 1

実習 1

その他

・基礎看護技術のような臨床実践可能な技術の授業がもっとあれば良いと思っている

　ICUや初療など救急分野の実習にもう少し行けたら良いと思っている

・部活動

4.【自由記述】看護師、保健師あるいは助産師になってから大学時代の学校生活で役立ったと思われることがあればお書きください。

・看護師として勤務する上で保健師の勉強をしていたことが役立っている

その他 5

・アルバイト経験

4

記述内容

・生活看護論実習

・保健師科目で学んだ内容が病棟での退院支援を行う上で役立っている

・乳房ケア、新生児の病態、基本的な看護技術

・基礎医学教育が整っていたので、臨床で新しい疾患や薬に出会った時の理解が早くなる

・地域生活援助論実習Ⅰ、Ⅱ

・アルバイトを経験した方が社会人基礎力が向上すると思う

　部活動を通じて、他職種と交流ができて会話がしやすくなる

1.【自由記述】先出の項目以外で、卒業時到達しておかなければならない能力があればお書きください。

記述内容

2.【自由記述】看護師、保健師あるいは助産師になってから大学時代もっと勉強しておけばよかったと思われる授業科目等があればお書きください。

記述内容

・社会人基礎力、マナー

・公衆衛生学

・スライド資料作成、発表

3.【自由記述】看護師、保健師あるいは助産師になってから大学時代の勉強で役立ったと思われる授業科目等があればお書きください。

記述内容

授業 5

・グローバルヘルスと国際看護

・実習でのアセスメント、関連図作成

その他 3

・病態生理学/機能障害Ⅰ、Ⅱ

・保健師として勤務しているが、卒業研究では他分野の研究を行うことができ、特に強化したい箇所を

　探求することができた。現在でも、その分野で学んだことを日々の業務に活かしている

・社会制度（小児期）

・パソコンスキル


